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６
月
と
な
り
、
梅
雨
の
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
連
日
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
「
○
○
で
梅
雨
入

り
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
さ
て
、「
梅
」
に
「
雨
」
と
表
現

さ
れ
る
こ
の
雨
の
季
節
、
な
に
か
不

思
議
な
感
じ
が
し
て
そ
の
語
源
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
時
期
は
湿
度
が

高
く
黴
（
カ
ビ
）
が
生
え
や
す
い
こ

と
か
ら
「
黴
雨
（
ば
い
う
）」
と
呼
ば

れ
、
こ
れ
が
同
じ
音
の
「
梅
雨
」
に

転
じ
た
と
い
う
説
や
、
梅
の
実
が
熟

す
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
と
い
う
説
、

『
毎
』
日
の
よ
う
に
雨
が
降
る
か
ら

「
梅
」と
い
う
字
が
当
て
ら
れ
た
と
い

う
説
な
ど
が
あ
る
そ
う
で
す
。
語
源

に
も
あ
る
と
お
り
、
ジ
メ
ジ
メ
と
し

て
、
雨
の
多
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

こ
の
時
期
の
ア
ジ
サ
イ
や
ホ
タ
ル
の

撮
影
な
ど
で
カ
メ
ラ
の
腕
を
磨
き
、

夏
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。　
 
○宮
 

次号は６月１５日号
発行日は６月１５日�です

特別企画展覧会

『広報えな』 ６月１日号、１部当たり
の印刷経費は約 １２.０円（税込み）です。

『 歌 川 広 重 展 』

　４月１３日から始まった開館５周年記念特別企画展

覧会「歌川広重展―中山道広重美術館５年間の歩み」

が、第２期に入りました。平成１３年の開館以来、収

集してきた広重作品を、ほぼすべてご覧いただこう

というこの展覧会。たくさんの作品を見ていただく

ために、各期ごとに作品を入れ替えて展示していま

す。第１期にご来館いただいた方も、ぜひもう一度

お越しください。

　第２期の目玉は、この「名所江戸百景　大はしあた

けの夕立」（図参照）。「あ、どこかで見たことがある」

とお思いになる方が多いことでしょう。教科書にも

掲載されている浮世絵版画の代表的な作品です。降

り始めた夕立に雨宿りをしに駆けていく人々を、空

の上から見下ろして描いた図。広重作品に見られる

特徴の一つは『自然の営為と人間との関わり』で、例

えば雪の中を、あるいは 皓々 と照る月明かりの下を
こうこう

行く人々の姿が、優しい視線をもって描かれます。

本図もそうした特徴を持つ作品。

　ちなみに「名所江戸百景」は、広重晩年の代表作で、

また多くの風景画を残した広重の、最も大規模なシ

リーズです。目録を含む全１２０枚から成ります。さ

らに言えば、これほど大規模なシリーズは、これ以前

も以後も存在せず、どれだけこの「名所江戸百景」に

人気があったかを示す証拠となるでしょう。

歌川広重
「名所江戸百景　大はしあたけの夕立」

大判錦絵揃物の内
安政４年（１８５７）
当館蔵（平成１４年度購入）

会期：４月１３日�～７月２３日�
第２期：５月１６日�～６月１８日�
第３期：６月２０日�～７月２３日�

毎週月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日（土日祝日を除く）休館
※会期終了後、７月２４日�～２６日�まで展示替え休館します。


